
中核的な研

究施設

（3-1-1）

（3-2-1）

施設・デー

タ等

（3-1-2）

（3-2-2）

支援体制

（3-1-5）

（3-2-5）

情報提供

（3-1-6）

（3-2-6）

参加促進

（3-1-7）

（3-2-7）

外部意見

の取入

（3-1-3）

（3-2-3,4）

研究者参加

（3-1-7）

（3-2-8）

（国際拠点のみ）

国際研究ネットワーク

の核となる若手研究者

の育成

（3-2-10）

公平な審査

が可能な仕

組み

（3-1-4）

（3-2-4）

達成状況 研究成果

地域社会・

国際社会へ

の貢献

国際化
人材育成・

教育

イノベー

ション創出

社会・地域

の活性化等
人材流動化

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

評価の観点　※（）内の番号は認定規程上の関連する条項

⑨不正防

止

新規認定調

書に含まれ

る項目

①拠点としての適格性 ②拠点としての活動状況 ③拠点における研究活動の成果 ④関連研究分

野及び関連研

究者コミュニ

ティの発展へ

の貢献

⑤中間評価結

果又は認定に

伴う留意事項

のフォロー

アップ状況

⑥各国立大学強み・特色・機能強化への貢献 ⑦今後の

方向性

⑧組織再

編に伴う

活動状況

１－2．研究施設の組織等

１-２-１．教員数

１-２-２．人材の流動性

１-２-３．組織図

１-２-４．当該研究施設を記載している学則等

１-２-５．運営委員会等及び共同研究委員会等に関する規則等

１．研究施設の状況

１-１-１．研究施設の概要等

１-１-２．附属施設の概要

１-１-３．中期目標・中期計画での位置付け（中期目標・中期計画別表を除

く）

１-１-４．中核施設の概要等

１-１-５．構成機関

１-３-４-①．民間等との共同研究

１-３-４-②．受託研究

１-３-４-③．奨学寄附金

１－４．研究施設の国際交流状況

１-４-１．学術国際交流協定の状況

１-４-２．国際的な研究プロジェクトへの参加状況

１-２-６．その他、研究施設の特色ある取組（該当あれば）

１－３．研究施設の予算・決算・外部資金等

１-３-１．決算額

１-３-２．教員１人当たりの研究費

１-３-３．科学研究費助成事業等の採択状況

１-３-４．その他の外部資金受入状況

１-５-１．大学院生等の受入状況

１-５-２．当該研究所等・施設を利用して学位を取得した大学院生数

１-５-３．留学生の受入状況

１-５-４．その他、学部・研究科等との教育上の連携や協力の状況

１-４-３．国際的な研究プロジェクトの長を務めた研究者の在籍状況

１-４-４．有力な国際会議等での講演・発表・報告等の実施状況

１-４-５．研究者の海外派遣状況・外国人研究者の招へい状況（延べ人数）

１-４-６．外国人研究者の受入や国際的な連携等を促進するための取組状況

１-４-７．その他、国際研究協力活動の状況

１－５．研究施設の教育活動・人材育成

期末評価用調書の項目

期末評価用調書の項目と評価の観点の整理表
参考資料２

科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会

共同利用・共同研究拠点等に関する作業部会（第13期-第12回）



中核的な研

究施設

（3-1-1）

（3-2-1）

施設・デー

タ等

（3-1-2）

（3-2-2）

支援体制

（3-1-5）

（3-2-5）

情報提供

（3-1-6）

（3-2-6）

参加促進

（3-1-7）

（3-2-7）

外部意見

の取入

（3-1-3）

（3-2-3,4）

研究者参加

（3-1-7）

（3-2-8）

（国際拠点のみ）

国際研究ネットワーク

の核となる若手研究者

の育成

（3-2-10）

公平な審査

が可能な仕

組み

（3-1-4）

（3-2-4）

達成状況 研究成果

地域社会・

国際社会へ

の貢献

国際化
人材育成・

教育

イノベー

ション創出

社会・地域

の活性化等
人材流動化

評価の観点　※（）内の番号は認定規程上の関連する条項

⑨不正防

止

新規認定調

書に含まれ

る項目

①拠点としての適格性 ②拠点としての活動状況 ③拠点における研究活動の成果 ④関連研究分

野及び関連研

究者コミュニ

ティの発展へ

の貢献

⑤中間評価結

果又は認定に

伴う留意事項

のフォロー

アップ状況

⑥各国立大学強み・特色・機能強化への貢献 ⑦今後の

方向性

⑧組織再

編に伴う

活動状況

期末評価用調書の項目

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

２．共同利用・共同研究拠点の状況

２－１．拠点の活動状況等

２-１-４．その他、拠点運営に係る特色ある取組（該当あれば）

２－２．共同利用・共同研究の実施状況

２-２-１．共同利用・共同研究による成果

２-２-１-①．共同利用・共同研究による特筆すべき研究成果（特許を含む）

２-２-１-②．共同利用・共同研究活動が発展したプロジェクト等

２-２-１-③．拠点における受賞状況

２-１-１．実施計画及び実施状況

２-１-２．共同利用・共同研究拠点の運営体制

２-１-２-①．運営委員会等の開催実績

２-１-２-②．運営委員会等の所属者名等

２-１-２-③．共同研究委員会等の所属者名等（委員会を設置している場合に記

入）

２-１-３．研究活動の不正行為並びに研究費の不正使用等に係る事前防止、事

後処理及び再発防止への対応

２-２-３-①．拠点に所属する者（大学院生を含む）のみの論文

２-２-３-②．拠点に所属する者と拠点以外に所属する者（国外の研究機関に所

属する者を除く）の論文

２-２-３-③．拠点以外に所属する者（国外の研究機関に所属する者を除く）の

みの論文

２-２-２．共同利用・共同研究による特筆すべき国際的な成果

２-２-２-①．共同利用・共同研究による特筆すべき国際的な研究成果（特許を

含む）

２-２-２-②．共同利用・共同研究活動が発展したプロジェクト等

２-２-２-③．拠点における国際的な賞の受賞状況

２-２-３．共同利用・共同研究による成果として発表された論文数

○共同利用・共同研究による成果として発表された論文の総数

２-２-３-⑦．インパクトファクターを用いることが適当ではない分野等の場合

は、主なものについて記載してください。

２-２-３-④．国内の研究機関（拠点を含む）に所属する者と国外の研究機関に

所属する者の論文

２-２-３-⑤．国外の研究機関に所属する者のみの論文

２-２-３-⑥．高いインパクトファクターを持つ雑誌等に掲載された場合、その

雑誌名、インパクトファクター、掲載論文数、掲載された論文のうち主なもの

を記載してください。



中核的な研

究施設

（3-1-1）

（3-2-1）
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国際研究ネットワーク

の核となる若手研究者

の育成

（3-2-10）

公平な審査

が可能な仕
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（3-1-4）

（3-2-4）

達成状況 研究成果

地域社会・

国際社会へ

の貢献

国際化
人材育成・

教育

イノベー

ション創出

社会・地域

の活性化等
人材流動化

評価の観点　※（）内の番号は認定規程上の関連する条項

⑨不正防

止

新規認定調

書に含まれ

る項目

①拠点としての適格性 ②拠点としての活動状況 ③拠点における研究活動の成果 ④関連研究分

野及び関連研

究者コミュニ

ティの発展へ

の貢献

⑤中間評価結

果又は認定に

伴う留意事項

のフォロー

アップ状況

⑥各国立大学強み・特色・機能強化への貢献 ⑦今後の

方向性

⑧組織再

編に伴う

活動状況

期末評価用調書の項目

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２-２-３-⑧．共同利用・共同研究による成果として発行した研究書

２-２-３-⑨．分野の特性に応じ、論文及び研究書以外に適切な評価指標につい

て、当該指標と当該分野におけるその評価指標の妥当性・重要性を記載すると

ともにその成果の実績を記載してください（該当あれば）。

２-２-３-⑩．その他、特色ある共同研究活動成果の実績（異分野融合・新分野

創出の成果等を含む）についてアピールポイントを記載してください（該当あ

れば）。

２-２-３-⑪．令和4年度以降の実績が含まれる、当該研究所等における被引用

論文数の調査・分析を実施している場合は、当該調査の結果を分野ごとに記入

し、Q値には、論文に占めるTOP10％補正論文数の割合を記入してください

（該当あれば）。（調査実績がない場合は、「該当なし」と記入するものと

し、あらためて調査を依頼する必要はありません。）

２-２-３-⑫．上記における調査とは別の方法で実施した被引用論文数の調査・

分析について、以下にその方法の概要を記入するとともに、調査･分析結果を示

す資料を別添にて提出してください（該当あれば）。

２-２-４-⑥．共同利用・共同研究を通じた人材育成機能の強化

２-２-４-⑦．関連分野発展への取組（大型プロジェクトの発案・運営、ネット

ワークの構築、「共用」を含む研究設備の有効活用　等）

２-２-４-⑧．多様な連携の取組（多様な研究機関等との連携の取組、産学連携

や社会・地域との連携の取組　等）

２-２-４-⑨．研究施設等を置く大学（法人）の機能強化・特色化に係る取組

２-２-３-⑬．調査の結果、当該研究所等の研究者の論文のうち、被引用回数が

当該研究分野の上位１０％以内にランクされた論文（ＴOP１０論文数）がある

場合は、直近のデータを分野ごとに記入してください。

２-２-３-⑭．共同利用・共同研究者に対し、論文の謝辞についてどのように記

述するよう求めているのか記載してください。

２-２-４．共同利用・共同研究の活動状況

２-２-４-①．共同利用・共同研究課題の採択状況・実施状況

２-２-４-②．共同利用・共同研究課題の概要

２-２-４-④．共同利用・共同研究の参加状況

２-２-４-⑤．共同利用・共同研究の募集に係る特色ある取組（公募や施設利用

の募集等に関する情報発信を含む）
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評価の観点　※（）内の番号は認定規程上の関連する条項

⑨不正防

止

新規認定調

書に含まれ
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①拠点としての適格性 ②拠点としての活動状況 ③拠点における研究活動の成果 ④関連研究分

野及び関連研
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ティの発展へ

の貢献

⑤中間評価結

果又は認定に

伴う留意事項
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⑥各国立大学強み・特色・機能強化への貢献 ⑦今後の
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編に伴う

活動状況

期末評価用調書の項目

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

該当する項目数 40 5 14 14 16 3 9 5 1 7 24 3 4 2 3 8 2 3 1 1 1 1

２-２-５．共同利用・共同研究に係る支援状況

３．第5期中期目標期間の認定の希望の有無【単独・NW総・国際】

４．事務担当者連絡先

２-３-③．データの作成・公開状況

２－４．中間評価結果における総合評価又は認定に伴う留意事項への対応状況

○中間評価結果における総合評価又は認定に伴う留意事項

○対応状況

２－５．組織再編に伴う拠点活動の状況【該当する拠点のみ】

○ 届出がなされた拠点の組織整備の状況や拠点活動【単独・NW個・国際】

２-２-７-②．国際シンポジウム等への参加状況

２-２-７-③．研究者以外を対象としたシンポジウム等の実施状況

２-２-７-④．定期刊行物やホームページ、SNS等による一般社会に対する情報

発信の取組

２－３．共同利用・共同研究に供する施設、設備、資料及びデータ等の利用状

況等

２-３-①．施設、設備の利用状況等

２-３-②．資料の利用・提供・整備状況

２-２-５-①．共同利用・共同研究に参加する研究者への支援者数

２-２-５-②．参加する研究者の支援のための特色ある取組（参加を促進するた

めの取組、参加する研究者への支援の状況、参加する研究者の利便性向上等の

環境整備の状況等）

２-２-５-③．拠点活動に対する全学的な支援の状況（人員、予算を含む）

２-２-６．関連分野の研究者コミュニティの意見の反映状況

２-２-７．共同利用・共同研究に関するシンポジウム等の実施状況

２-２-７-①．研究者を対象としたシンポジウム等の実施状況


